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　合宿中の東関部屋のお相撲さん達が、8月19日、
おぐに保育園を訪れました。園児らと一緒に歌や踊
り、そして相撲で交流を深めました。
お相撲さんに全力で勝負を挑む子ども達の目が輝
いていました。
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業
は
、
食
料
生
産
だ
け

で
は
な
く
、
国
土
の
保

全
、
水
源
の
涵
養
、
自
然
環
境

の
保
全
や
美
し
い
景
観
の
形
成

な
ど
、
様
々
な
多
面
的
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
農

業
従
事
者
の
高
齢
化
、
耕
作
放

棄
地
の
増
加
な
ど
、
農
業
の
担

い
手
不
足
か
ら
農
地
の
荒
廃
化

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
な
か
で
、
町
で
は
、
農
地

の
安
定
し
た
経
営
体
へ
の
流
動

化
を
図
る
「
農
用
地
利
用
集
積

事
業
」
や
、
農
業
の
担
い
手
確

保
に
向
け
た
「
農
業
担
い
手
育

成
事
業
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
事
業
を
展
開
す
る
う

え
で
、
農
業
を
担
う
若
い
力
も

欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
今
回
は
、
循
環
型
農
業
や
周

年
農
業
に
取
り
組
み
、
こ
れ
か

ら
の
農
業
の
担
い
手
と
し
て
意

欲
的
に
挑
戦
し
て
い
る
「
若
い

力
」
を
紹
介
し
、
町
の
農
業
を

考
え
て
み
ま
す
。

生ごみを飼料に資源化している

「循環型農業」の展開と、独自

に研鑽を重ねている「若い力」

をご紹介します。

生ごみを飼料に資源化している

「循環型農業」の展開と、独自

に研鑽を重ねている「若い力」

をご紹介します。
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町
で
は
、
家
庭
や
事
業
所
か

ら
の
生
ご
み
の
減
量
化
と
資
源

化
を
図
る
た
め
、
生
ゴ
ミ
処
理

機
の
購
入
費
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
助
成
を
受
け
、
生
ゴ
ミ

飼
料
化
機
械
を
導
入
し
、
循
環

型
農
業
を
展
開
し
て
い
る
高
橋

悦
人
さ
ん
（
杉
沢
）
に
お
話
を

う
か
が
い
ま
し
た
。
高
橋
さ
ん
は
、

循
環
型
農
業
と
あ
わ
せ
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
販
売
や
町
内

で
の
直
売
も
展
開
し
、
こ
れ
ま
で

小
国
町
に
な
か
っ
た
農
業
経
営
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　「
町
の
助
成
を
受
け
、
生
ゴ
ミ

飼
料
化
機
械
を
導
入
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
町
内
の
各
施
設

か
ら
出
る
残
渣
物
を
鶏
の
飼
料

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
の
飼
料
を
食
べ
た
鶏

の
糞
を
堆
肥
化
す
る
こ
と
で
、

良
質
な
野
菜
な
ど
の
農
産
物
が

生
産
さ
れ
ま
す
。
そ
の
畑
で
収

穫
さ
れ
た
野
菜
が
消
費
さ
れ
、

残
っ
た
残
渣
物
が
ま
た
飼
料
に

な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
循
環
に

よ
り
、
安
全
安
心
な
農
産
物
が

生
産
さ
れ
る
と
と
も
に
、
ゴ
ミ

の
減
量
な
ど
環
境
へ
の
負
担
が

少
な
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
販
売
は
、
平
成
十
六
年
の

秋
か
ら
始
め
て
い
ま
す
。
開
始

時
は
、
米
と
卵
、
そ
の
翌
年
に

は
山
菜
の
販
売
も
始
め
ま
し
た
。

今
年
で
五
年
目
を
迎
え
よ
う
と

食品残渣の飼料化（調理クズ、残飯、野菜クズ、魚アラ…）

生ごみの減量・環境負担の軽減

消費者

●スーパー
●小学校
●病院
●老人ホーム
　etc...

田畑へ…
 良質な農産物

畜ふん

食の安心・安全
地産地消

米・雑穀・野菜

農業所得の
向上

卵

養鶏

直売所

タイヒ化

農業残渣

（野菜クズ、米クズ、米、ヌカ）

醗酵飼料
自家配合

地域未利用資源の活用

今年導入した飼料化機械
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し
て
お
り
、
全
国
各
地
か
ら
申

込
み
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
は
い
え
、

お
店
で
の
販
売
と
同
じ
よ
う
に
、

良
い
品
を
間
違
い
な
く
消
費
者

に
届
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
販
売
、
そ
し
て
町
内
で
の

直
売
を
通
し
て
、
地
元
農
産
物

に
対
す
る
消
費
者
の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
消
費
者
が
求
め
て
い
る
安
全

安
心
な
農
産
物
。
今
後
は
、
そ

の
「
量
と
質
」
を
高
め
る
た
め

に
生
産
体
制
を
強
化
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
生
産
の
喜
び
、
食
べ
て
い
た

だ
け
る
喜
び
、
そ
し
て
経
営
の

お
も
し
ろ
さ
。
ふ
る
さ
と
小
国

で
の
農
業
に
大
き
な
魅
力
を
感

じ
て
い
ま
す
。」

　
担
い
手
不
足
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
な
か
で
、
町
の
農
業
の
持

続
的
な
発
展
を
図
っ
て
い
く
た

め
に
は
、
若
い
農
業
者
の
力
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
独
自
に
研
鑽

を
重
ね
、
意
欲
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
か
た
三
名
に
お
話
を
う

か
が
い
ま
し
た
。

　「
シ
イ
タ
ケ
の
栽
培
に
四
年
前

か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
水

稲
と
の
複
合
経
営
の
場
合
、
シ

イ
タ
ケ
の
栽
培
は
、
農
閑
期
の

十
月
か
ら
四
月
が
一
般
的
で
す
が
、

出
荷
先
か
ら
、
四
季
を
通
じ
て

安
定
し
た
入
荷
を
望
む
声
が
あ
り
、

昨
年
か
ら
周
年
で
の
栽
培
に
挑

戦
し
て
い
ま
す
。

　
栽
培
に
は
、
細
や
か
な
温
度
・

湿
度
の
管
理
が
必
要
で
す
が
、

そ
の
繊
細
さ
、
難
し
さ
が
逆
に

魅
力
で
も
あ
り
ま
す
。
同
じ
シ

イ
タ
ケ
の
菌
で
も
、
そ
の
土
地

の
気
候
に
よ
っ
て
生
育
が
異
な

り
ま
す
。
シ
イ
タ
ケ
生
産
者
同

士
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
栽
培
方
法

を
確
認
し
あ
う
な
ど
の
情
報
交

換
も
大
切
で
す
。
他
の
生
産
者

の
も
と
へ
研
修
に
行
っ
た
り
、

視
察
を
受
け
入
れ
た
り
、
常
に

新
し
い
情
報
を
得
な
が
ら
、
質

の
高
い
シ
イ
タ
ケ
を
効
率
的
に

生
産
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。」

　「
専
業
農
家
と
し
て
、
今
年
で

二
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
農
業

を
行
う
前
は
、
都
市
圏
で
サ
ー

ビ
ス
業
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、

元
々
、
農
業
に
興
味
が
あ
り
、

両
親
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
で

農
業
を
営
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
水
稲
栽
培
の
ほ
か
、

耐
雪
ハ
ウ
ス
を
使
用
し
て
、
メ

ロ
ン
、
花
き
、
ア
ス
パ
ラ
菜
な
ど
、

を
生
産
し
て
い
ま
す
。
常
に
新

し
い
こ
と
に
も
挑
戦
し
た
い
と

考
え
て
お
り
、
今
年
は
新
た
に

ト
マ
ト
の
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。

小
国
の
気
候
に
合
っ
た
作
物
に

可
能
性
を
求
め
て
、
挑
戦
し
続

け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

渡邊拓磨さん(樽口 )

ストックの間引きをする大谷さん

大谷健人さん(西 )
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　「
山
形
県
立
農
業
大
学
校
を
卒

業
後
、
家
業
の
水
稲
栽
培
と
畜

産
（
肉
用
牛
）
に
取
り
組
み
、

今
年
で
三
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

　
畜
産
に
関
し
て
は
、
小
さ
い

と
き
か
ら
、
両
親
の
仕
事
を
体

験
し
て
き
ま
し
た
の
で
、
体
で

覚
え
て
い
る
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、

実
際
に
一
農
業
者
と
し
て
携
わ

る
と
、
ま
だ
ま
だ
経
験
が
足
り

な
い
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

特
に
子
牛
の
体
調
は
、
注
意
深

く
観
察
し
て
い
な
い
と
見
過
ご

し
て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

牛
の
体
調
管
理
を
し
っ
か
り
と

し
て
、
品
質
の
高
い
黒
毛
和
牛

を
出
荷
で
き
る
よ
う
経
験
を
積

み
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
安
全
安
心
な
農
産
物
を
提
供

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
誇
り
に
、

今
後
は
、
飼
育
頭
数
を
増
や
し

て
い
け
る
よ
う
が
ん
ば
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
中
学
生
の
職
場
体
験

受
け
入
れ
な
ど
を
通
し
て
、
地

域
の
子
ど
も
達
に
畜
産
を
は
じ

め
と
し
た
農
業
の
魅
力
も
伝
え

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。」

　
農
家
や
農
業
者
団
体
に
よ
る

農
産
物
の
直
売
は
、
平
成
十
三

年
度
か
ら
Ｊ
Ａ
小
国
地
区
女
性

部
の
有
志
が
先
駆
的
に
「
母
ち

ゃ
ん
市
場
」
を
開
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
加
え
て
、
平
成
十
九
年

度
か
ら
道
の
駅
で
「
百
笑
市
場
」

が
、
平
成
二
十
年
度
か
ら
ア
ス

モ
内
で
「
大
自
然
ま
る
ご
と
市
」

が
展
開
さ
れ
、
町
内
の
直
売
は

拡
大
し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
取
り
組
み
は
、
多
様
な
担

い
手
の
育
成
や
雇
用
の
拡
大
、

優
良
農
地
の
保
全
等
、
農
業
生

産
の
振
興
に
つ
な
が
る
も
の
と

期
待
さ
れ
ま
す
。

アスモ内の「大自然まるごと市」

「飼料の質にもこだわっています。」と語る遠藤さん

遠藤寛寿さん(大宮 )

　
こ
の
よ
う
に
、
本
町
の
自
然
環

境
や
地
域
資
源
、
知
恵
と
個
性
を

活
か
し
た
新
し
い
農
業
の
取
り
組

み
が
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、

次
代
を
担
う
農
業
者
が
、
自
ら
の

経
営
と
、
小
国
町
の
農
業
の
あ
る

べ
き
姿
を
意
識
し
つ
つ
、
効
率
的

な
生
産
を
力
強
く
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
農
業
者
等
に
よ
る
直
売

が
展
開
さ
れ
、
地
域
で
生
産
さ
れ

る
安
全
安
心
な
農
産
物
の
販
路
が

拡
大
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
引
き
続
き
、
担
い
手

の
確
保
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

課
題
と
な
っ
て
い
る
耕
作
放
棄
地

の
増
加
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十

一
年
八
月
二
十
五
日
に
「
小
国
町

耕
作
放
棄
地
対
策
協
議
会
」
を
設

立
し
、
町
の
優
良
農
地
の
維
持
、

食
糧
供
給
基
盤
の
強
化
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
の
農
業
経

営
の
安
定
化
を
目
指
し
た
取
り
組

み
等
に
加
え
、
農
業
の
持
つ
多
面

的
な
機
能
を
維
持
、
保
全
し
な
が
ら
、

風
土
や
環
境
を
重
視
し
た
持
続
可

能
な
農
業
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。
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林
業
機
械
操
作
技
術
講
習
会

が
、
八
月
十
日
か
ら
十
二
日
ま

で
、
総
合
セ
ン
タ
ー
を
主
会
場

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
町
の
緊
急
雇
用
経

済
危
機
対
策
の
一
環
と
し
て
町

が
主
催
し
た
も
の
で
、
森
林
資

源
を
活
用
し
た
雇
用
の
拡
大
を

図
る
取
り
組
み
で
す
。

　
林
業
に
従
事
し
、
刈
払
い
機

や
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
用
す
る

場
合
は
、
労
働
安
全
衛
生
関
係

法
令
に
よ
り
、
安
全
衛
生
特
別

教
育
の
受
講
が
必
要
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
内
容
は
、
刈
払
い
機

の
使
用
に
は
、
学
科
５
時
間
、

実
技
１
時
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

と
な
り
ま
す
。
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

の
使
用
に
は
、
学
科
・
実
技
と

も
に
８
時
間
の
受
講
が
必
要
で
す
。

　
今
回
、
受
講
し
た
か
た
が
た

（
刈
払
い
機
15
名
、
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
18
名
）
に
は
、
即
日
、
修

了
証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
四
十
五
回
小
国
町
戦
没
者

追
悼
式
が
、
八
月
一
日
、
総
合

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
列
し
た
遺
族
や
関
係
者
は
、

本
町
の
戦
没
者
四
百
六
十
七
人

の
御
霊
に
追
悼
の
意
を
捧
げ
ま

し
た
。
こ
の
日
は
、
二
度
と
悲

し
い
戦
争
を
繰
り
返
さ
な
い
よ

う
誓
い
を
新
た
に
す
る
と
と
も
に
、

世
界
各
地
の
争
い
が
無
く
な
り
、

平
和
な
社
会
と
な
る
こ
と
を
改

め
て
願
う
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

平
和
へ
の
願
い

小
国
町
戦
没
者
追
悼
式

癒
し
の
園
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
第
八
回
癒
し
の
園
フ
ォ
ー
ラ

ム
が
、
八
月
二
日
、
健
康
管
理

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
岩
手
県
藤
沢
町
の

藤
沢
町
民
病
院
事
業
管
理
者
佐

藤
元
美
氏
を
講
師
に
招
き
、「
地

域
で
考
え
た
こ
と
、
実
践
し
た

こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
佐
藤
氏
は
、「
地
域
医
療
を
展

開
し
て
い
く
う
え
で
重
要
な
こ

と
は
、
患
者
の
声
だ
け
で
は
な
く
、

住
民
の
声
を
拾
っ
て
い
く
こ
と
。

地
域
と
病
院
が
語
り
合
う
場
を

つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
す
」
と

語
ら
れ
ま
し
た
。
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第
六
十
一
回
小
国
町
成
人
式
が
、

八
月
十
四
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
で
は
新
た
に
成
人
を
迎
え
た

百
十
人
（
出
席
者
七
十
八
人
）

の
代
表
と
し
て
、
渡
部
和
哉
さ

ん
（
兵
庫
舘
）
が
「
ふ
る
さ
と

小
国
で
育
っ
た
こ
と
を
誇
り
と
し
、

輝
き
の
あ
る
町
を
創
造
す
る
た

め
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
一
年
度
全
国
高
等
学

校
総
合
体
育
大
会
空
手
道
競
技
が
、

八
月
四
日
か
ら
七
日
に
兵
庫
県
で

開
催
さ
れ
、
南
陽
高
三
年
の
齋
藤

友
貴
さ
ん
（
北
部
中
出
身
）
が
出

場
し
ま
し
た
。
齋
藤
さ
ん
は
、「
出

場
す
る
に
あ
た
っ
て
、
た
く
さ
ん

の
人
に
応
援
し
て
も
ら
い
、
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
今

回
が
最
後
の
大
会
で
し
た
が
、
大

舞
台
で
の
経
験
を
こ
れ
か
ら
に
活

か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
第
四
十
七
回
全
国
高
等
学
校
ラ

イ
フ
ル
射
撃
競
技
選
手
権
大
会
が
、

広
島
県
で
開
催
さ
れ
、
南
陽
高
三

年
の
木
村
尚
弥
さ
ん（
小
国
中
出
身
）

と
同
校
二
年
の
小
椋
瑛
里
さ
ん（
小

国
中
出
身
）が
出
場
し
ま
し
た
。

　
木
村
君
は
「
本
大
会
で
は
、
団

体
戦
で
八
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

九
月
の
国
体
で
は
自
己
ベ
ス
ト
が

出
せ
る
よ
う
集
中
力
を
高
め
て
い

き
た
い
」、
小
椋
さ
ん
は
「
次
の
大

会
は
、
さ
ら
に
上
位
を
目
指
し
ま

す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
木
村
君
は
、
九
月
二
十
六
日
に

開
会
す
る
ト
キ
め
き
新
潟
国
体
へ

の
出
場
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

斎藤成也さん
(小国中出身)

　「今は大学在学中のため、

小国を離れていますが、小

国は緑がたくさんあり、とて

も落ち着く場所だと感じます。

成人式を迎え、これからは大

人としての自覚を胸に、責任

感をもって行動し、何らかの

形でふるさと小国に貢献して

いきたいと思っています」

熊谷志乃さん
(小国中出身)

　「今年の春からさいわ

い荘で事務の仕事をし

ています。小国の豊か

な自然と、人のあたた

かさが大好きです。今

まで育ててもらったので、

これからは町のために

できることがあれば、

がんばってきたいです」
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イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ア
ド
ベ
ン
チ

ャ
ー
が
、
七
月
二
十
九
日
と
三
十

日
の
両
日
、
旧
小
玉
川
小
中
学
校

で
行
わ
れ
、
小
学
生
十
六
名
、
中

学
生
二
十
五
名
、
高
校
生
六
名
の

計
四
十
七
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
子
ど
も
達
が
置
賜
管

内
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
英
語
指
導
助
手
）

と
寝
食
を
共
に
し
な
が
ら
、
学
ん

だ
英
会
話
を
実
践
す
る
と
と
も
に

異
文
化
交
流
の
機
会
を
得
よ
う
と

小
中
高
一
貫
教
育
推
進
協
議
会
が

実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
初
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
英

語
で
の
自
己
紹
介
ゲ
ー
ム
や
ネ
ー

ム
プ
レ
ー
ト
作
り
に
加
え
、
中
高

生
は
日
本
の
昔
話
の
英
語
劇
に
も

挑
戦
し
ま
し
た
。
ま
た
、
二
日
目

に
は
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ア
テ
ン
ダ

ン
ト
の
案
内
に
よ
り
、
温
身
平
の

散
策
を
行
い
ま
し
た
。

　
小
中
高
一
貫
教
育
推
進
協
議
会

の
木
村
功
国
際
情
報
部
会
長
（
沖

庭
小
教
頭
）
は
、

　「
今
回
の
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
は
、
小
国
町
の
Ａ
Ｌ

Ｔ
に
加
え
て
、
他
市
町
か
ら
四
名

の
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
協
力
し
て
も
ら
い
開

催
し
ま
し
た
。
序
盤
は
、
子
ど
も

達
に
緊
張
が
み
ら
れ
ま
し
た
が
、

後
半
に
は
自
ら
進
ん
で
話
し
か
け

る
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
が
確
実
に
高
ま
っ
て
い
る
こ

と
を
実
感
で
き
ま
し
た
。」
と
語
ら

れ
ま
し
た
。

　
小
国
町
サ
マ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大

会
が
、
八
月
二
十
三
日
、
総
合

ス
ポ
ー
ツ
公
園
陸
上
競
技
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
幼
児
か
ら
高

齢
者
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
を
対

象
に
、
夏
の
体
力
づ
く
り
と
、

町
民
の
交
流
を
図
る
目
的
で
開

催
さ
れ
、
今
回
で
十
八
回
目
を

迎
え
ま
し
た
。

　
種
目
は
、
長
縄
跳
び
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
54
に
始
ま
り
、
最
終
種

目
の
リ
レ
ー
ま
で
全
十
二
種
目
。

　
優
勝
は
沖
庭
地
区
、
第
二
位

が
北
部
地
区
、
第
三
位
が
白
沼

地
区
で
し
た
。

　
ま
た
、
同
会
場
で
は
、
小
国

町
陸
上
競
技
協
会
主
催
の
第
五

十
五
回
駅
伝
競
走
大
会
も
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
本
大
会
か
ら
、

陸
上
競
技
場
の
周
回
コ
ー
ス
が

設
定
さ
れ
、
八
地
区
が
参
加
し

ま
し
た
。
優
勝
は
沖
庭
地
区
、

第
二
位
が
町
岩
東
地
区
、
第
三

位
が
北
部
地
区
で
し
た
。

二
年
ぶ
り
の
開
催

　
サ
マ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会

英語劇（浦島太郎）の練習

息を合わせてジャンプ「チャレンジ54」

熱戦が繰り広げられた「綱引き」新コースで行われた「駅伝大会」
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白
い
森
子
ど
も
体
験
教
室
「
サ

マ
ー
キ
ャ
ン
プ
」
が
、
八
月
四
日

か
ら
六
日
、
白
い
森
交
流
セ
ン
タ

ー
り
ふ
れ
周
辺
を
会
場
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
体
験
教
室
は
、
町
内
の
教

育
関
係
者
ら
で
組
織
す
る
小
国
町

地
域
教
育
力
・
体
験
活
動
推
進
協

議
会
（
舟
山
功
代
表
）
が
、
毎
年

開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
今
回
は
、
町
内
の
小
学
校
四
年

生
か
ら
六
年
生
ま
で
の
児
童
十
九

名
が
参
加
し
、
魚
ト
ラ
ッ
プ
の
製

作
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
野
外
炊
飯

等
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
の
キ
ャ
ン
プ
に
あ

た
っ
て
は
、
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

サ
ー
ク
ル
「
さ
く
ら
（
小
国
高
三

年
木
村
智
聡
代
表
）」
の
八
名
が
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　「
さ
く
ら
」
の
今
唯
乃
さ
ん
（
小

国
高
一
年
）
は
、

 

「
今
回
は
、
各
活
動
班
に
加
わ
り
、

全
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
子
ど

も
達
と
行
動
を
共
に
し
ま
し
た
。

参
加
し
て
気
付
い
た
こ
と
は
、
子

ど
も
達
に
「
や
っ
て
あ
げ
る
」
の
で

は
な
く
「
や
ら
せ
て
あ
げ
る
」、「
で

き
な
い
こ
と
を
で
き
る
よ
う
に
支

え
て
あ
げ
る
」
こ
と
が
大
事
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
子
ど
も
達
が
、
ど
ん

ど
ん
色
ん
な
こ
と
を
覚
え
て
い
き

ま
し
た
し
、
私
も
や
り
が
い
を
感

じ
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
協
議
会
代
表
の
舟
山
さ
ん
（
松

岡
）
は
、

 

「
子
ど
も
達
は
、
今
回
の
キ
ャ
ン

プ
を
通
し
て
、
様
々
な
気
付
き
と

達
成
感
を
得
た
と
思
い
ま
す
。
小

国
に
は
、
豊
富
な
森
林
と
清
ら
か

な
川
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
キ
ャ
ン

プ
を
通
じ
て
、
本
物
の
自
然
を
肌

で
体
験
し
、
地
域
の
自
然
へ
の
理

解
を
深
め
て
も
ら
い
た
い
」
と
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

荒川河川敷で川遊びの説明をする舟山功さん（中央）

子ども達と一緒に夕食を作る「さくら」の今唯乃さん

みんなで渡った、トレッキングコースの吊橋

気迫あふれるぶつかり稽古

　
小
国
東
関
部
屋
の
会
（
神
幸

勝
紀
（
小
林
二
男
）
会
長
）
主

催
に
よ
る
東
関
部
屋
小
国
合
宿

が
行
わ
れ
、
東
関
親
方
と
10
名

の
力
士
が
、
八
月
十
六
日
か
ら

二
十
一
日
ま
で
の
間
、
コ
バ
レ

ン
ト
マ
テ
リ
ア
ル
㈱
小
国
事
業

所
相
撲
場
で
稽
古
を
行
い
ま
し
た
。

　
稽
古
会
場
に
は
、
気
迫
あ
ふ

れ
る
力
士
た
ち
を
一
目
見
よ
う
と
、

多
く
の
か
た
が
観
覧
に
訪
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
力
士
た
ち
は
、
町
内

の
保
育
園
な
ど
を
訪
問
し
、
町

民
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
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8/88/8

8/228/22

8/218/21

環境や自然を考えよう
　自然エネルギーを考える会小国ワーキンググルー
プ（　橋泰弘代表）主催による星空上映会が、8月
8日、慶昌寺境内で開催され、子どもからお年寄り
まで約50名が観覧に訪れました。
　今回は、環境をテーマにした映画『ＨＯＭＥ～空
から見た地球～』のほか、『お米のなみだ』、アニメ
『どんぐり森へ』の3作品が上映されました。
　　橋代表は、「この上映会を通して、身近な自然
や環境への関心を高めてもらいたいです」と話して
いました。

元気に歌と劇を披露

～星空上映会～

～白百合保育園夏まつり～

～沼沢地区神送り～

　白百合保育園保護者会主催の夏まつりが、
8月22日、東原公園を会場に行われました。
　公園内に設置された舞台では、園児らの
歌や劇に加えて、保護者らも楽器の演奏や
劇を披露しました。
　保護者会の成松真吾会長は、「保育園、そ
して地域のみなさんの理解と協力を得て、
この夏まつりを開催しています。子どもたち
の楽しい夏の思い出づくりとして、これから
も継続していきたい」と語られました。

地域の伝統行事
　沼沢地区の神送りが、8月21日、沼沢地区
内で行われました。
　この神送りは、貧乏神や疫病神を集落から
追い出す行事として行われているもので、地
区の若連中が中心となり、太鼓やロウソクを持
って、集落内を歩き、家内安全や無病息災を
祈りました。
　8月1日には、白子沢地区でも行われ、地
域の伝統行事として受け継がれています。

会場の慶昌寺境内

さくら組の園児が披露した「さるかに合戦」

子どもから大人まで参加した「神送り」
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8/10・148/10・14 夏の恒例行事

　「さいわい荘盆踊り大会」が 8 月
10日にさいわい荘で、「ふるさと夏
まつり仮装盆踊り大会」が 8 月 14
日にアスモ西側駐車場で、それぞれ
開催されました。
　いずれも夏の恒例行事として、色
鮮やかな浴衣を身にまとった子ども
たちや、自作の衣装で仮装をしたか
たなど、多くの町民が訪れ、賑やか
なひと時を満喫していました。

～盆踊り大会が開催～

8月10日、さいわい荘盆踊り大会

8月14日、ふるさと夏まつり仮装盆踊り大会 恒例の抽選会

会場を盛り上げた仮装

　
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り
仮
装
盆

踊
り
大
会
実
行
委
員
長
の
相
田

淑
孝
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
去
年
は
雨
天
で
中
止
と
な
り
ま

し
た
の
で
、
今
年
は
二
年
ぶ
り

の
開
催
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
盆
踊
り
大
会
は
、
多
く

の
か
た
が
思
い
思
い
の
衣
装
に

身
を
包
み
、
会
場
を
盛
り
上
げ

て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
夏
休
み
期
間
の
賑
わ
い
づ
く

り
と
し
て
、
町
内
の
か
た
を
は

じ
め
、
帰
省
さ
れ
た
か
た
も
一

緒
に
楽
し
め
る
盆
踊
り
大
会
。

皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
夏
の
恒
例

行
事
と
し
て
、
継
続
し
て
い
き

た
い
で
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り

仮
装
盆
踊
り
大
会 

実
行
委
員
長

〜
家
族
そ
ろ
っ
て
参
加
を
〜

さ
ん

相

田

淑

孝
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■
小
坂
町
団
地

　
３
Ｄ
Ｋ
　
１
戸

▼
対
象
　
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
家
賃
　
所
得
と
家
族
構
成
に
よ

り
決
定
し
ま
す
。

■
小
坂
町
勤
労
者
住
宅

　
２
Ｋ
　
　
２
戸

　
家
賃
　
　
三
万
三
千
円

■
岩
井
沢
勤
労
者
住
宅

　
３
Ｄ
Ｋ
　
２
戸

　
家
賃
　
　
四
万
二
千
円

▼
対
象
　
小
坂
町
・
岩
井
沢
と
も

に
、
町
内
の
事
業
所
に
お
勤

め
の
か
た

■
敷
　
金
　
家
賃
の
３
カ
月
分

■
募
集
期
限
　
９
月
９
日
㈬

■
入
居
時
期
　
９
月
下
旬
以
降

■
問
合
先
　
地
域
整
備
課
　
建
設

管
理
室
へ

■
日
　
時
　
10
月
９
日
㈮

　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

■
場
　
所
　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者
　
30
歳
以
上
の
男
性

■
講
　
師
　
小
国
町
食
生
活
改
善

推
進
員

■
参
加
費
　
六
百
円
（
テ
キ
ス
ト
・

食
材
費
）

■
申
込
締
切
　
10
月
２
日
㈮

■
問
合
先
　
健
康
福
祉
課
へ

■
職
種
及
び
人
員

　
①
看
護
師
②
調
理
師
③
介
護
員

　
①
〜
③
い
ず
れ
も
若
干
名

■
受
験
資
格
　
①
看
護
師
の
資
格

を
有
す
る
か
た
　
②
調
理
師

免
許
を
有
す
る
か
た
　
③
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
の

資
格
を
有
す
る
か
た
（
平
成

22
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
か

た
も
可
）

■
申
込
受
付
期
間
　
９
月
５
日
㈯

〜
20
日
㈰
　
※
申
込
書
は
「
さ

い
わ
い
荘
」
で
用
意
し
て
い

ま
す
。

■
試
験
日
　
９
月
27
日
㈰

■
試
験
内
容
　
職
場
適
応
性
検
査
、

面
接

■
問
合
先
　
さ
い
わ
い
荘
（
℡
62

-

３
８
２
１
）
へ

■
日
　
時
　
11
月
15
日
㈰

　
午
後
１
時
〜
３
時

■
場
　
所
　
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ

■
申
込
期
間
　
９
月
１
日
㈫
〜
10

月
２
日
㈮

■
そ
の
他
　
希
望
者
を
対
象
に
受

験
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
先
　
地
域
整
備
課

上
下
水
道
室
へ

■
日
　
時
　
９
月
24
日
㈭

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
場
　
所
　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
森
の
ホ
ー
ル

■
内
　
容
　
認
知
症
の
理
解
と
そ

の
対
応
に
つ
い
て
の
講
話

■
参
加
費
　
百
円

■
申
込
締
切
　
９
月
14
日
㈪

■
問
合
先
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
へ

■
日
　
時
　
９
月
13
日
㈰

　
　
　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時

■
場
　
所
　
総
合
セ
ン
タ
ー

■
入
場
料（
チ
ケ
ッ
ト
）　
千
円

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
各
地
区
老
人
ク

ラ
ブ
会
長
、
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
む
つ
み
カ
ラ
オ
ケ
愛

好
会
会
員
で
取
り
扱
っ
て
い

ま
す
。

■
問
合
先
　
む
つ
み
カ
ラ
オ
ケ
愛

好
会
　
那
須
野
朝
男
（
℡
65-

２
０
４
０
）
へ

■
日
　
時
　
９
月
19
日
㈯

　
　
　
　
　
午
後
７
時
〜

　
　
　
　
※
清
水
エ
ス
パ
ル
ス
戦

■
内
　
容
　
シ
ル
バ
ー
優
待
と
し

て
、
60
歳
以
上
の
か
た
同
伴
者

４
名
ま
で
当
日
券
が
半
額
と

な
り
ま
す
。
※
９
月
10
日
㈭

ま
で
に
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

■
問
合
先
　
ス
ポ
ー
ツ
山
形
21
へ

（
℡
０
２
３-

６
６
６-

８
８
８
２)

■
期
　
日
　
10
月
４
日
㈰

■
行
　
程
　
天
元
台
〜
人
形
石
〜

藤
十
郎
〜
人
形
石
〜
天
元
台

　（
小
国
町
か
ら
バ
ス
で
送
迎
し

ま
す
。）

■
定
　
員
　
20
名

■
参
加
費
　
三
千
円

■
申
込
締
切
　
９
月
11
日
㈮

■
申
込
・
問
合
先
　
置
賜
森
林
管

理
署
業
務
課
森
林
ふ
れ
あ
い

係
（
℡
62-

２
２
４
６
）
へ



13

★ 
あ
そ
び
の
広
場 

★

■
日
　
程
　
９
月
８
日
「
子
育
て

講
座
」
雑
穀
料
理
教
室
、
15
日
、

29
日

■
時
　
間
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
場
　
所
　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者
　
０
歳
か
ら
入
園
前
の

お
子
さ
ん
と
お
家
の
か
た

★ 

な
か
よ
し
広
場 

★

■
日
程
と
場
所

　
９
月
３
日
、
17
日

　
　
総
合
セ
ン
タ
ー

　
９
月
10
日
、
24
日

　
　
お
ぐ
に
保
育
園

■
時
　
間
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
対
象
者
　
０
歳
か
ら
入
園
前
の

お
子
さ
ん
と
お
家
の
か
た

★ 

こ
ど
も
愛
ラ
ン
ド 

★

■
日
　
時
　
10
月
３
日
㈯

　
午
前
９
時
〜
午
後
２
時
30
分

■
場
　
所
　
飯
豊
少
年
自
然
の
家

■
内
　
容
　
親
子
で
焼
き
芋
体
験

■
申
込
期
限
　
10
月
１
日
㈭

皆さんの声をお寄せください。
今月の町長と語る日は 9 月28日（月）です。お気軽においでください。

町長室専用メール e-mail shiroimori@town.oguni.yamagata.jp 町長室専用FAX FAX.0238（62）2611

問
合
先

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

事 業 所 名 職 種 勤 務 時 間求人数

㈲ 蔵 王 ス ト ア ー

㈱ ケ イ ー プ ロ ダ ク ツ

遠 藤 建 設 ㈱

大 和 建 設 運 輸 ㈱

㈱ 横 川 建 設

安 部 工 業 ㈱

特別養護老人ホーム　さいわい荘

㈱ 小 国 製 麺

小 国 開 発 ㈱

大 河 内 産 業 ㈲

㈱ 山 芳 工 務 店

㈲白い森よこね物産品直売所

旭 ビ ル 管 理 ㈱

㈲ 花 の ひ ら の

㈱ ナ ウ エ ル

レジ係

営業

土木施工管理技士

土木施行管理技士

土木施工管理技士（見習い可）ほか

型枠大工・一般作業員

准・正看護師（急募）、介護員

製造員

技術員

ダンプ・重機運転士、一般事務員

建築設備

販売・接客

（請）清掃員

生花販売・配達

設備業務及び運転手

１人

1人

1人

2人

4人

10人

2人

2人

2人

7人

5人

3人

1人

１人

１人

8:45～18:00

9:00～18:00

8:00～17:00

8:00～17:00ほか

8:00～17:00

8:00～17:00

8:30～17:30ほか

8:00～17:00

8:00～17:00

8:00～17:00

8:00～17:00

9:00～18:00間5時間程度

7:30～12:00

8:00～19:00間４時間程度

8:30～17:30

　９月の税金等の口座振替は、

次のとおりです。振替日の前日

まで、指定の口座に入金してく

ださい。

●9月28日㈪  水道料

●9月30日㈬  固定資産税（３期）、

国民健康保険税（３期）、後期

高齢者医療保険料（３期）、介

護保険料、下水道料・簡易水道

料、住宅使用料、保育料など

■問合先　税務出納課

　　　　　税政管理室へ

　
左
の
表
は
、
８
月
20

日
現
在
の
求
人
内
容
で

す
。
無
効
に
な
っ
て
い

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
長
井
（
電

話
84
│
８
６
０
９
）
へ

警察相談の日
9 月11日は、「警察相談の日」です。身近な不安や犯罪
に関する相談は、警察安全相談電話番号 ＃9110または
023－642－9110、小国警察署 62－0110にお電話
ください。相談の秘密は厳守しますので、安心してご相
談ください。

●新着図書
◆ＩＮ

◆生き方は星空が教えてくれる

◆梅一夜＊冬ほたる

◆朝のこどもの玩具箱

◆ラブコメ今昔

◆がんと闘った科学者の記録

◆みちのく忠臣蔵

◆涙の理由

◆いつもおおきん

◆第42回ＹＢＣ読書感想指定図書

●休館日…毎週月曜日、祝日

桐野　夏生

木内　鶴彦

平野　洋子

あさのあつこ

有川　　浩

戸塚　洋二

梶　よう子

重松　清・茂木健一郎

福井県若狭町
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● ホームページアドレス　http://www.town.oguni.yamagata.jp
● 携 帯 電 話 向 け サ イ ト　http://www.town.oguni.yamagata.jp/m/index.html
● 総合センター（教育委員会事務局） 362－2141　● 小国町健康管理センター（健康福祉課） 361－1000
● 子育て支援センター 362－2330　● 町民体育館 362－5421　● 町立病院 361－1111　● 老人保健施設 361－1200
● 癒しの園ホームページアドレス　http://www3.ic-net.or.jp/̃ognihs12/iyashinosonoindex.htm

■日　時　９月16日㈬
　　　　　受付 10：30～14：30
　　　　　相談 11：00～
■場　所　役場町民相談室
■対応者　社会保険事務所職員
■問合先　町民課住民窓口担当へ

■日　時　９月25日㈮
　　　　　10：00～12：00
■場　所　総合センター
■対応者　町人権擁護委員
■問合先　町民課住民窓口担当へ

■日　時　９月29日㈫
　　　　　13：00～15：00
■場　所　健康管理センター
■対象者　18歳以上のかたで、下

記に該当するかた
①聴覚、手・足に障害があり、身体

障害者手帳交付を希望するかた
②すでに手帳を所持していて、障害

の程度が変わったかた、補装具の
交付・修理を受けたいかた(骨格
構造義肢、電動車いすは除く)

■持参するもの　印鑑（すでにお持
ちのかたは、身体障害者手帳・補
装具もお持ちください）

■問合先　健康福祉課地域福祉担当へ

　町の貴重な資料として、これから
の学校教育・生涯学習の場で有効に
活用させていただきます。
　ご寄贈いただける「小国町史」（昭
和 41 年 11 月 3 日発行）がございま
したら、ご連絡いただければ幸いです。

■問合先　教育委員会事務局へ

■期　日　9月8日（火）、10月13日（火）、11月10
日（火）　時間帯は、午前9時から午後5時ですが、
午後5時以降でも、参加者の都合のよい時間帯
で調整します。

■場　所　健康管理センター　風のホール

■内　容　効果的に運動する方法や食事、生活習
慣など、どうすれば健康の維持・改善ができる
のか、保健師がアドバイスをします。

■申込み　事前に申込みが必要です。相談日の4
日前まで電話等でお申込みください。

■問合先　健康福祉課健康増進担当へ

■期　日　　10 月 25 日㈰

■時　間　　受　付　　  8：30 ～ 9：30

　　　　　　開会式　　  9：50 ～

　　　　　　スタート　10：30（13 ㎞）

　　　　　　　　　　　10：35（２㎞）

　　　　　　　　　　　10：40（５㎞）

　　　　　　　　　　　11：00（ウォーク＆ラン）

　　　　　　表彰式（抽選会）　13：00 ～

■会　場　　旧小玉川小中学校

■参加料　　大人 2,500 円、高校生以下 2,000 円

■申込締切　９月 30 日㈬

■申込・問合先
　町民体育館（飯豊連峰紅葉ジョギング大会実行委

員会事務局）へ

■期　日　　10 月 25 日㈰

■時　間　　受　付　　  8：30 ～ 9：30

　　　　　　開会式　　  9：50 ～

　　　　　　スタート　10：30（13 ㎞）

　　　　　　　　　　　10：35（２㎞）

　　　　　　　　　　　10：40（５㎞）

　　　　　　　　　　　11：00（ウォーク＆ラン）

　　　　　　表彰式（抽選会）　13：00 ～

■会　場　　旧小玉川小中学校

■参加料　　大人 2,500 円、高校生以下 2,000 円

■申込締切　９月 30 日㈬

■申込・問合先
　町民体育館（飯豊連峰紅葉ジョギング大会実行委

員会事務局）へ

　山形県では、建築職員が市町村職員と共に高齢

者世帯のみの住宅を訪問し、地震から人命を守る

ための住まい方や少ない経費で行う部分補強など、

効果的な地震対策のアドバイスを無料で行います。

ぜひ一度ご相談ください。

■対　象　昭和 56 年以前に建築された住宅で、

　　　　　高齢者（65 歳以上）のみの世帯

■問合先　地域整備課建設管理室へ
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● 小 国 町 役 場 362－2111㈹ 562－5464
● 行 政 管 理 室 362－2112　● 政 策 企 画 室 362－2264　● 住民窓口担当・町民生活担当 362－2260
● 国保医療担当 362－2261　● 税 政 管 理 室 362－2403　● 出 　 納 　 室 362－2406
● 農 林 振 興 室 362－2408　● 商 工 観 光 室 362－2416　● 建設管理室・上下水道室 362－2431
● 建 設 技 術 室 362－2432　● 議 会 事 務 局 362－2448

■日　時　10月４日㈰
　　　　　午前８時30分～11時30分

■場　所　北部小中学校グランド

■内　容
　煙ハウス体験、起震車体験、初
期消火訓練、応急処置医療救護訓
練、炊き出し訓練、県防災ヘリコ
プター「もがみ」による救出救助
訓練など　※ぜひ見学にお越しく
ださい。

■問合先　町民課町民生活担当へ

■日　時　９月13日㈰
　　　　　午前８時45分～

■場　所　西置賜防災センター
　　　　　(長井市平山4,460番地)

■内　容
●ヘリコプターが来るよ
●レスキュー隊の訓練を見よう
●地震を体験してみよう
●ミニ消防車に乗ってみよう
●煙からの脱出を体験してみよう

■その他
　保育園のみなさんや消防団音楽
隊のアトラクションもあります。

■問合先　西置賜防災センターへ
　　　　　℡ 88-1839

Ｈｉｂ（ヒブ）菌による細菌性髄膜炎を
予防する『Ｈｉｂ（ヒブ）ワクチン』の接
種予約を開始しました。ただし、この
ワクチンは、任意接種ですので、費用
は自費となります。

■接種対象　2ヶ月齢から5歳未満の
乳幼児（月齢により接種回数が違い
ます。）

■問合先　町立病院へ

■日　時
　丙種　　　　　９月18日㈮  午前９時～午後４時

　乙種（２日間）９月17日㈭、９月18日㈮

　　　　　　　　２日間ともに午前９時～午後４時

■会　場　　　　長井市置賜生涯学習プラザ

■申込期日及び提出先　９月10日㈭まで西置賜　　

　　　　　　　　　　行政組合消防本部へ

■日時と試験地

■試験の種類

■願書受付期間

■願書提出先

10月17日㈯　長井市

甲種、乙種（全類）、丙種

９月14日㈪～９月25日㈮

〒990-0025　山形市あこや町

３-15-40　田代ビル２Ｆ

㈶消防試験研究センター

山形県支部　℡ 023-631-0761

　消防法令では、当該免状に貼ってある写真は、10

年以内に撮影されたものでなければなりません。ま

だ写真の書換え申請をされていないかたは、速やか

に手続きをされますようお知らせします。

■問合先　㈶消防試験研究センター山形県支部

　　　　　℡ 023-631-0761

■分譲地　　小国小坂町住宅地　１区画

■販売価格　小国小坂町住宅地　

　　　　　　691.21 ㎡　13,409,474 円

■申込・問合先　小国町土地開発公社

　　　　　　　　（総務企画課政策企画室）へ

西置賜行政組合消防本部予防課
TEL 88-1797
または小国分署 TEL 62-2154 へ

問合先
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今
年
の
夏
は
本
当

に
短
か
っ
た
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
雨
量
が

多
く
、
日
照
も
少
な

か
っ
た
の
で
、
農
作

物
へ
の
影
響
が
心
配

さ
れ
ま
す
が
、
農
家

の
か
た
に
お
話
を
伺
っ
て
み
る

と
、「
良
く
は
な
い
が
、
八
月

に
入
っ
て
か
ら
の
晴
天
で
幾
分

持
ち
直
し
た
」
と
の
こ
と
で
す
。

　
一
方
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
小
国
町
で
も
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
予
防
の
基
本
は
、
手
洗

い
と
う
が
い
と
の
こ
と
。
一
人

ひ
と
り
が
、
し
っ
か
り
と
予
防

に
取
り
組
み
、
感
染
拡
大
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。
　
　
　（
加
藤
）

　年齢を重ねていくと、少しずつ足腰の筋
力がおちてくるのを感じることがあると思
います。からだを動かさない生活を続けて
いると、筋力が低下して関節の動く範囲が
せまくなり転んだり骨折したりの危険性も
高まります。ケガをきっかけに要介護状態
にすすむこともありますので、からだの筋
力を衰えさせないための運動がとても大切
です。介護予防事業のひとつに運動器機能
向上訓練というものがあります。「運動器」
というのはからだを動かすために必要な筋
肉・骨・関節などの総称です。
町ではこの運動器機能向上のための運動
教室を、町立病院に委託して実施していま
す。参加ご希望の方は地域包括支援センタ
ーまでご連絡下さい。
　ストレッチ（からだを伸ばす）・ウォーキ
ング（歩行）・体操・ダンベル・椅子から
の立ち上がり・水泳など、自分にあった適
度な運動を生活にとりいれ、丈夫なからだ
を保ちましょう。

一口メモ一口メモ介護予防介護予防

からだを丈夫に
保ちましょう

～ 運動器機能向上のはなし ～

お問い合わせ 地域包括支援センター 61-1001

人口のうごき

北 木　村　日　翔
は る と 寿 人

亜沙美

幸 町 西　長　泰　良
た い ら 良 平

良 子

幸 町 　　田　琥　珀
こ は く 俊

奈緒美

兵 庫 舘 舟　山　心　寧
こ こ ね 洋 介

香 奈

小 国 町 佐　藤　瑠　依
る い 剛

優 貴

栃 倉 伊 藤 ふ じ （94）

岩 井 沢 小 池 ス イ （80）

増 岡 齋　藤　敬次郎 （76）

舟 渡 塚　原　　久　 （79）

百 子 沢 三 潴 久 子 （84）

緑 町 渡 部 好 夫 （70）

大 石 沢 山　田　榮太郎 （74）

五 味 沢 舟 山 友 榮 （83）

小 国 町 井　上　キヌ子 （82）

岩 井 沢 　今　　ま　す （84）

栄 町 遠　藤　　もゑ （94）

幸 町 宮 嶋 正 威 （84）

叶 水 渡　部　　純　 （80）

舟 渡 塚 原 英 正 （60）

岩 井 沢 仁　科　みゆき （98）

小国小坂町 西 澤 國 男 （67）

貝 少 木　村　　剛　
新 潟 県 斎　藤　直　子

人 口

世帯数

男 …

女 …

計 …

4,494人

4,743人

9,237人

3,256世帯

（－ 4 ）

（－ 2 ）

（－ 6 ）

（－ 1 ）

平成21年7月31日現在


